
陸上自衛隊 第６師団広報紙 や ま な み 令和４年８月号

転
入
者

転
出
者

陸
上
総
隊
司
令
部
情
報
副
部
長

１
等
陸
佐

石
井

伸
幸

（
第
22
即
応
機
動
連
隊
長
）

陸
上
自
衛
隊
教
育
訓
練
研
究
本
部

１
等
陸
佐

萩
野

隆

（
第
６
後
方
支
援
連
隊
長
）

東
北
方
面
総
監
部
総
務
部

３
等
陸
佐

石
橋

一
隆

（
第
６
師
団
会
計
課
長
）

防
衛
大
学
校

３
等
陸
佐

奥
山

雄
市

（
第
６
師
団
幕
僚
幹
事
）

普
通
科
教
導
連
隊

１
等
陸
尉

安
田

一
貴

（
第
６
師
団
人
事
２
班
長
）

第
22
即
応
機
動
連
隊
長

１
等
陸
佐

中
本

能
久

（
陸
上
幕
僚
監
部
防
衛
部
防
衛
課
業

務
計
画
班
長
）

第
６
後
方
支
援
連
隊
長

１
等
陸
佐

益
子

誉
一

（
防
衛
装
備
庁
長
官
官
房
装
備
開
発

官
付
第
３
開
発
室
長
）

第
６
師
団
会
計
課
長

３
等
陸
佐

荒
木

修
平

（
陸
上
幕
僚
監
部
装
備
計
画
部
）

第
６
師
団
幕
僚
幹
事

３
等
陸
佐

久
我
谷

朋
宏

（
第
20
普
通
科
連
隊
）

第
６
師
団
人
事
２
班
長

１
等
陸
尉

安
藤

誠
二

（
普
通
科
教
導
連
隊
）

第
６
師
団
（師
団
長

鬼
頭
陸
将
）は
７
月
5
日
か
ら
15
日
ま
で
の

間
、
東
富
士
演
習
場
及
び
北
富
士
演
習
場
（Ｆ
Ｔ
Ｃ
）に
お
い
て
「令
和

４
年
度
第
１
回
師
団
訓
練
検
閲
」を
実
施
し
ま
し
た
。

私
は
、
令
和
２
年
３
月
か
ら

連
隊
本
部
の
第
３
科
で
運
用
訓

練
陸
曹
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
本
部
管
理
中
隊

の
通
信
小
隊
に
所
属
し
、
連
隊

本
部
勤
務
に
つ
い
て
は
、
多
少

の
経
験
は
あ
っ
た
も
の
の
、
女

性
自
衛
官
と
し
て
初
の
第
３
科

勤
務
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
当

初
は
多
忙
な
業
務
に
対
応
で
き

る
か
ど
う
か
不
安
に
感
じ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
13

名
の
先
輩
・
同
僚
と
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
を
発
揮
し
て
、
い
ろ
ん
な

業
務
や
課
題
な
ど
に
対
処
し
て

い
く
こ
と
に
、
今
で
は
や
り
が

い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
第
３
科
長
の
操
縦
手

を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
連
隊

長
に
同
行
す
る
機
会
も
多
く
、

第
３
科
が
所
掌
す
る
教
育
訓
練

や
防
衛
警
備
だ
け
で
は
な
く
、

連
隊
の
隊
務
全
般
に
わ
た
る
見

識
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
、
個

人
的
に
も
貴
重
な
経
験
が
で
き

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
連
隊
の
エ
ン
ジ
ン

で
あ
る
第
３
科
の
要
員
と
し
て
、

部
隊
の
精
強
化
の
た
め
に
連
隊

本
部
の
皆
様
が
楽
し
く
勤
務
で

き
る
環
境
、
雰
囲
気
作
り
に
寄

与
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
６
師
団
（
師
団
長

鬼
頭
陸

将
）
は
、
令
和
４
年
７
月
５
日

か
ら
７
月
15
日
ま
で
の
間
、
東

富
士
演
習
場
及
び
北
富
士
演
習

場
に
お
い
て
富
士
訓
練
セ
ン
タ

ー
（
Ｆ
Ｔ
Ｃ
）
の
場
を
活
用
し
、

第
44
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

湯
舟
１
佐
）
に
対
し
て
「
師
団

か
ら
独
立
的
に
行
動
す
る
普
通

科
連
隊
の
行
動
」
を
課
目
と
し

て
実
戦
的
訓
練
環
境
下
に
お
け

る
訓
練
練
度
を
評
価
す
る
「
令

和
４
年
度
第
１
回
師
団
訓
練
検

閲
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

受
閲
部
隊
長
で
あ
る
第
44
普

通
科
連
隊
長

湯
舟
１
佐
は

「
生
き
残
れ
・
敵
を
倒
せ
」

「
火
力
と
機
動
の
発
揮

～
目

標
へ
到
達
せ
よ
～
」
を
要
望
事

項
に
掲
げ
、
全
隊
員
が
一
致
団

結
し
、
検
閲
に
臨
み
ま
し
た
。

連
隊
は
、
昨
年
度
実
施
さ
れ

た
北
海
道
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
Ｈ

Ｔ
Ｃ
）
訓
練
で
の
教
訓
を
活
か

し
、
作
戦
準
備
の
段
階
か
ら
特

科
・
施
設
部
隊
等
と
連
携
し
、

機
動
と
火
力
の
精
度
・
速
度
の

向
上
を
図
り
中
隊
長
等
に
対
し

て
戦
闘
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
集
結
地
に
お
い
て
連

隊
本
部
班
は
、
整
斉
と
集
結
位

置
に
進
入
す
る
と
と
も
に
、
主

警
戒
方
向
に
対
し
て
直
ち
に
警

戒
員
を
配
置
し
、
そ
の
掩
護
下

に
連
隊
指
揮
所
等
の
施
設
の
開

設
を
実
施
し
、
連
隊
本
部
内
、

隷
下
部
隊
・
支
援
部
隊
・
共
同

部
隊
等
と
情
報
を
共
有
さ
せ
的

確
な
判
断
の
も
と
、
天
候
不
順

の
中
の
行
動
に
お
い
て
、
昼
夜

を
問
わ
ず
困
難
に
負
け
る
こ
と

な
く
総
合
戦
闘
力
を
発
揮
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
与
え
ら
れ
た
任
務

に
邁
進
し
、
旺
盛
な
責
任
感
を

も
っ
て
最
後
の
最
後
ま
で
諦
め

る
こ
と
な
く
任
務
を
完
遂
し
訓

練
検
閲
も
大
変
充
実
し
た
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

第２０普通科連隊本部管理中隊

３等陸曹 藤 原 華（第３科運用訓練陸曹）

き
な
い
時
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
時
は
先
輩
方
が
懇
切
丁
寧
に

教
え
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
先
輩
女
性
隊
員
の
方

々
か
ら
は
、
訓
練
時
に
お
け
る

指
導
も
あ
り
ま
す
が
、
営
内
生

活
に
お
い
て
も
、
規
律
な
ど
私

に
優
し
く
教
育
し
て
く
れ
ま
す
。

女
性
特
有
の
事
情
も
相
談
に
乗

っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

個
人
的
に
は
、
姉
が
ボ
ク
シ

ン
グ
を
や
っ
て
い
た
影
響
も
あ

り
、
小
学
１
年
か
ら
ボ
ク
シ
ン

グ
を
続
け
て
い
ま
す
。
入
隊
後

も
勤
務
等
を
ご
配
慮
し
て
い
た

だ
き
自
衛
隊
体
育
学
校
で
の
練

成
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
訓
練
と
ボ
ク
シ
ン
グ
の

両
立
は
難
し
い
で
す
が
、
課
業

外
の
時
間
を
利
用
し
、
全
日
本

選
手
権
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
す
が
、

第
22
即
応
機
動
連
隊
の
隊
員
と

し
て
誇
り
を
持
ち
、
立
派
な
女

性
自
衛
官
を
目
指
し
訓
練
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第２２即応機動連隊第３普通科中隊

陸士長 住 吉 こゆき ( 無線通信手 )

防衛装備庁長官官房装備官へ

陸将補 叶 謙 二
（第４４代 第６師団副師団長

兼 第４３代神町駐屯地司令）

福
島
駐
屯
地
（
司
令

湯
舟

１
佐
）
は
、
７
月
26
日
と
27
日

の
２
日
間
、
「
夏
休
み
ち
び
っ

こ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
「
夏
休
み
ち
び
っ
こ
大

会
」
で
は
、
福
島
市
内
の
学
童

ク
ラ
ブ
や
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
子
供
達
18
名
が
参
加
し
ま
し

た
。駐

屯
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、

地
図
判
読
体
験
を
実
施
し
、
子

供
た
ち
は
、
班
ご
と
に
地
図
を

私
は
、
令
和
３
年
９
月
に
第

22
即
応
機
動
連
隊
第
３
普
通
科

中
隊
に
配
属
さ
れ
、
迫
撃
砲
小

隊
で
無
線
通
信
手
と
し
て
勤
務

し
て
い
ま
す
。
迫
撃
砲
分
隊
に

編
成
さ
れ
る
時
も
あ
り
、
迫
撃

砲
の
操
作
が
難
し
く
上
手
く
で

地図判読体験（宝探し）

軽装甲機動車体験搭乗

連隊指揮所

湯舟連隊長

戦闘展開

訓練開始式

鬼頭師団長

第４５代 第６師団副師団長
兼第４４代神町駐屯地司令

陸将補 奈良岡 信一
（東北方面総監部装備部長）

第６師団

師 団 長
統率方針

任
務
完
遂

見
な
が
ら
宝
探
し
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
軽
装
甲
機
動
車
の
体

験
搭
乗
や
防
衛
館
を
見
学
し
た

後
、
隊
員
食
堂
に
お
い
て
自
衛

隊
の
ご
飯
を
体
験
喫
食
し
ま
し

た
。参

加
し
た
子
供
た
ち
は
、

「
宝
探
し
を
し
た
り
、
自
衛
隊

の
車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
て
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た

参
加
し
た
い
で
す
。
」
と
笑
顔

で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

隊員食堂にて喫食体験


